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《
会
員
著
書
紹
介
》

中
野
三
敏
他
編

日
本
書
誌
学
大
系
50

『近
世
活
字
版
目
録
』

本
目
録

は
所
謂
古
活
字
版
を
除
く
近
世

の
活
字

に
よ
る
出
版
物
約

一
四
〇
〇

点
を
網
羅
し
た
も

の
で
あ

る
。
近
世
活
字
版

に
関
し

て
は
、
従
来
各
図
書
館

・

個
人
蔵

の
も

の
に

つ
い
て
は
刊
行
さ
れ

て
い
た
が
、
現
在
所
在
が
わ
か

っ
て
い

る
も

の
を
網
羅
し
た
も

の
は
本
書
が
は
じ
め

て
で
あ
り
、
現
時
点

で
の
全

貌
を

明
ら
か

に
し

て
い
る
も

の
と

い
え
よ
う
。

記
述

の
体
裁
は
、

一
行
目

に
書
名

・
書

型

・
巻
冊
数
、

二
行
目
以
下

に
著
編

者
名

・
匡
郭

・
界

線

の
有

無

・
行
字
数

・
題

簑

・
見
返

し

・
版
心

・
序
践
者

(及
び
年
記
)

・
刊
記

・
刊
語

・
注

記
事
項

を
記
し

て
い
る
。

ま
た
、
巻
末

に

「
近
世
活
字
版
研
究
文

献
目
録

」

・

「索
引
」

を
付

し
て
、
利

用
に
便

な
ら
し

め

て
い
る
。
更

に
、
本
書

の
特
徴

と
し

て
、

写
真
版

の
存
在
す

る
も
の
に

つ
い

て
は
そ

の
旨
を
注

記
し

て
い
る

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

そ
れ
ら
の
写
真
を
参
照

す
る

こ
と

に
よ

っ
て
、

よ
り
具
体
的

に
近
世
活
字
版
と

い
う
も
の
を
捉

え
る
こ

と
が

で
き
よ
う
。

し
か
し
、

近
世
活
字
版

を
ど
の
範
囲

で
扱

う
か
と
い
う
こ
と
に

つ
い
て
、
あ

る

い
は
幕

末
以
降

の
も

の
に

つ
い
て
は
ま
だ

課
題
も
多

い
よ
う

で
あ
る
。
ま

た
、
共
編
者

の
多
治
比
郁
夫
氏

の
言

わ
れ

る
ご
と

く
、
「近
世
後
期

の
整
版

に
よ

る
出
版
書

に
比

べ
れ
ば

そ
の
数

は
微

々
た
る
も

の
で
、
出
版
史

の
上
か
ら

は
傍

流

に
過

ぎ
な
い
」
も

の
で
は
あ

ろ
う
が
、

こ
れ
だ

け
の
ま
と

ま

っ
た
点
数

が
あ

る
こ
と
が
判
明
し
た
今
、
近
世
活
字
版

の
包
括
的
な
研
究

か
ま
た
れ
よ
う
。

(平
成

二
年
十
月

青
裳
堂
書
店

A
5
判

三
八
六
頁

一
六
〇
〇

〇
円
)

瀬
良
益
夫
著

『
古
代
文
学
と
吉
備
」

著
者
は
昭
和
十
三
年
、
九
州
帝
国
大
学
法
文
学
部
を
卒
業
後
、
金
光
学
園
高

等
学
校
、
岡
山
就
実
女
子
短
期
大
学

・
同
女
子
大
学
に
お
い
て
、
古
代
文
学
の

研
究
と
後
進
の
指
導
に
あ
た
っ
て
こ
ら
れ
た
。
書
名
か
ら
も
窺
え
る
よ
う
に
、

本
書
は
、
郷
土
吉
備
を
知
悉
し
た
著
書
な
ら
で
は
の
、
地
域
に
密
着
し
た
論
考

が
集
め
ら
れ
て
い
る
.
ま
ず
第

一
部
は
、
古
代
に
お
け
る
吉
備
国
の
状
況
を
、

伝
承
を
も
と
に
史
学

・
考
古
学
を
援
用
し
つ
つ
解
明
す
る
。

倭
建
命
伝
承
と
吉
備
氏
族

上
代
の
吉
備
と
播
磨

和
気
清
麻
呂
の
氏
姓
と
和
気
氏
の
祖
先
伝
承

上
代
に
お
け
る
か
し
こ
き
も
の
i

感
動
の
根
源
に
つ
い
て
ー

南
備
中
の
村
祭

岡
山
県
浅
口
郡
金
光
町
=

続
く
第
二
部
は
、
京
都
帝
国
大
学
大
学
院
在
籍
中
に
、
澤
潟
久
孝
博
士
に
師
事

し
た
著
者
の
、
『万
葉
集
』
に
関
す
る
論
考
を
収
め
る
。

『万
葉
集
』
に
お
け
る
牛
窓
の
潮
騒
の
歌

美
作
の
二
子
山
と

『万
葉
集
』
の
古
歌

i

巻
十

一
の
能
登
香
山
の
歌
に
つ
い
て
1

大
伴
旅
人
と
吉
備
の
酒

万
葉
歌
人
大
伴
三
中
=

そ
の
人
と
歌
風
に
つ
い
て
=

隠
り
く
の
泊
瀬
の
国
-

大
和
の
古
い
国
と
そ
の
文
学
=

『
万
葉
集
』

に
お
け
る
有
情
と
そ

の
存
在

の
表

現
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1

「
ゐ
る
」
「
を

り
」
を
中
心
と
し

て
1

第

三
部

は
、
平
安
時
代

の
文
学

に

つ
い
て
の
論
考

の
集
成
。
「地
方
」
に
焦
点
を

あ

て
、
政
治
社
会
史
的
視
点
か
ら
当
時

の
文
学
を
考
察
す
る
。

平
安
時
代
文
学
と
受
領
階
層
の
人
々
⊥

鳳備
の
国
司
を
め
ぐ
っ
て
ー

民
政
政
治
家
在
原
行
平
と
そ
の
和
歌

美
作
守
大
江
匡
房
ー

吉
備
国
司
伝
ー

平
安
朝
の
大
嘗
会
和
歌
に
現
れ
た
高
梁
川
流
域
の
地
名
風
物

平
家
の
武
将

・
歌
人

平
行
盛
と
備
前
児
島

光
源
氏
と
赤
鼻
の
女

な
お
、
本
書
は
昭
和
六
十
三
年
に
亡
く
な
ら
れ
た
著
者
の
遺
稿
集
で
あ
る
。
心

か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
る
。

(平
成
二
年
十
月

瀬
良
益
夫
先
生
論
文
集
刊
行
会

A
5
判

三

一
四
頁

非
売
品
)

学
海
日
録
研
究
会
編
纂

『学
海

日
録
」

『
日
本

近
代
文
学

大
事
典
』
第
三
巻
、
「
依
田
学
海
」
の
項
末
尾

は
次

の
如
く

記
さ
れ
る
。

な
お
無
窮
会

に
所
蔵

さ
れ

て
い
る
四
四
冊

の
日
記

は
明
治
文
壇
史

の
側
面

を
伝

え
る
貴
重
な
資
料

で
あ

る
。

安
政
三
年

よ
り
明
治
三

四
年
ま

で
、
実

に
四
五
年
間

に
わ
た

っ
て
書
き
継
が

れ
た
彪
大
な
分
量

の
日
記
。

そ
の
存
在
が
知
ら
れ
、
そ

の
計
り
知

れ
な

い
資
料

的
価
値

に

つ
い
て
度

々
説
か
れ
な
が
ら
、
し
か
し
、
衆

人

の
見
得

る
形
に
は

こ

れ
ま

で
な
さ
れ
る

こ
と

の
な
か

っ
た
日
記
。
今
回
、
開
始

さ
れ
た

『
学
海

日
録
』

(全

=

巻

・
別
巻

一
)

の
刊
行

は
、
文
字
通

り
、
待
ち

に
待

た
れ
た
も

の
で

あ
る
。
=

巻

に
分

冊
さ
れ
る

『
日
録
』

の
う
ち
、
第
七
、
八
巻
が
既

に
刊
行
さ
れ

て
お
り
、
第
七
巻

は
、
明
治

一
九
年

一
○
月

二
五

日
か
ら
二
二
年

一
○
月

一
四

日
ま
で
、
第
八
巻

は
、

二
二
年

一
〇
月

一
五

日
か
ら
二
五
年
四
月
六
日
ま

で
の

日
録
を

そ
れ

ぞ
れ
収
め

る
。

さ
て
、
学
海
先
生

の
日
録
を
追
う

て
見
る

に
、
さ
す
が

に
、
芝

居
に
関

す
る

記
事

の
多

さ
が
目

に
付
く
。
そ

の
感
想
は
細
か
く
、
役
者

の
伎
芸

か
ら

「衣

服

そ
の
他

の
さ
ま
」

に
ま

で
及
ぶ
。

ま
た
、
学
海
先
生
を
訪

ね
る
者

は
多

く
、
先
生

も
又
人
を
訪

ね
る
。
先
生

は

人
と
種

々
の
こ
と
を
語
り
、
様

々
な
こ
と
を
人
よ
り
聞

く
。

そ

の
よ
う
な
中

で
、
先
生

は
詩

を
賦
す
。
著
述

を
為
す
。
天
候

に
頭
を
悩
ま

し
、
子
供

の
病

に
胸

を
痛

め
る
。
妾
宅

へ
通

う
。
学
海
先
生

は
多
忙

で
あ

る
。

『学
海

日
録
』

は

「明
治
文
壇
史

の
側
面
を
伝
え
る
貴
重
な
資
料

で
あ
る
」
O

そ
れ
は
間
違

い
な

い
。
何
し

ろ

「
日
録
」
中

に
は
鉾

々
た

る
文
人
が
登
場
す
る
。

た
だ
、

そ
れ

よ
り
以
前

に

『
日
録
』

は
江
戸

・
明
治
を
生
き
た

一
人
物

の
全
部

を
見

せ
て
く
れ

る
書
物

で
あ

る
。
ま
ず
は
、
あ
ら
ゆ

る
先
入
観
を
捨

て
て
、
『
日

録
』
を
す
な
お

に
読
む

こ
と
。
そ
う
し

て
、
学

海
と
い
う
人
物

そ
の
も

の
の
魅

力
を
味
わ

い
、
ま
た
、
『
日
録
』
の
記
さ
れ
た
時

代

の
空
気

を
胸

一
杯
吸

い
込
む

こ
と
。
本
書

の
真
価
は
そ

こ
か
ら
自

ず
と
現
れ
来

る
も
の
と
思

わ
れ
る
。

(
第
七

巻

・
平
成
二
年

=

月

四

一
八
頁

四
七
○
○
円

第

八
巻

・
平
成

三
年

一
月

三
八
九
頁

四
五
○
○
円

岩
波
書
店

四
六
判
)
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瀬
里
廣
明
著
『
幸
田
露
伴
-
詩
と
哲
学
」

本
書

は
、

一
九
六

二
年

か
ら

一
九
七
九
年

に
か
け

て
各
種

の
雑
誌

に
発
表
さ

れ

た
論
考
六
篇
と
、
書
き
下

ろ
し

「
露
伴
と
気

の
思
想
」
を
収
め
る
。

内
容

は
以
下

の
通
り
。

露
伴
と
気

の
思
想

露
伴
と
杜
甫

・
李
白

露
伴

の

『
渋
沢
栄

一
伝
』

と
そ

の
思
想

『
五
重
塔
』

と

一
無
位

の
真
人

露
伴
文
学

に
お
け
る
華
厳
思
想

に

つ
い
て

露
伴
文
学

と
西

田
哲
学

露
伴

と
共
産
主
義

著
者

は
、
露
伴

の
思
想

の
根
幹
を
な
す
も

の
は
、
儒

・
道

・
仏
が

一
体
化

さ

れ
た
も

の
で
、
露
伴
は
そ

の
根
源

に
あ
る
神
秘
体
験
を
得

て
い
た
人

で
あ
る
、

と
言
わ
れ

る
。
ま
た
、
あ
と
が
き
に
お
い

て
、
「
書
名
を

『
幸
田
露
伴
ー
詩

と
哲

学
』
と
し
た

の
は
、

ハ
イ

デ

ッ
ガ
ー
晩
年

の
詩

人
的

思
索

に
触
発

さ
れ
る

こ
と

が
あ

っ
た
か
ら

で
あ
る
。
そ
し

て
露
伴

の
文
学

に
そ
の
よ
う
な
も

の
を
私

は
見

た

の
で
あ
る
。
」
と
言
わ
れ

る
通

り
、
先

の
三
教

の
本
質

に
通
じ
、
そ
れ
を
極
め

て
自
由

に
詩
的

に
描
き

き

っ
た
露
伴
文
学

に
対

し
、
哲
学
的
見
地
か
ら
解
明
を

施

し
た
の
が
本
書

で
あ

る
。

そ
の
中

で
は
、
露
伴

の
該
博
さ
、

そ
の
思
想

の
深
遠
さ
を
証
明
す

る
か

の
よ

う

に
、
孔
子
、

ヘ
ラ
ク
レ
イ
ト

ス
、

二
ー
チ

ェ
、

ハ
イ

デ

ッ
ガ

ー
、
ト

ル
ス
ト

イ
、
鈴
木
大
拙
、
西
田
幾
多
郎

ら
が
、
洋

の
東
西
を
問
わ
ず
、
時

の
古
今
を
廣

わ
ず
、
自
由

に
往
き
来
す

る
。

何
れ

に
し

て
も
、
近
代
作
家

の
中

で
も
研
究
が
遅
れ

て
い
る
と
さ
れ
る
幸

田

露
伴

に

つ
い
て
、

こ
の
よ
う

に
多
角
的

視
点
か
ら
考

察
が
な
さ
れ
る

こ
と
は
喜

ば
し

い
こ
と

で
あ
り
、
本
書

の
刊
行

に
よ

っ
て
、
今
後

の
露
伴
研
究

の
、

ま
す

ま
す

の
発
展
が
期
待

さ
れ
る
。

(
平
成
二
年
十

二
月

創
言
社

A
5
判

三
七
〇
頁

三
五
〇
〇
円
)

春
秋
会
著

私
家
集
全
釈
叢
書

『
源
兼
澄
集
全
釈
』

本
書
は
、
本
学
今
井
源
衛
名

誉
教
授

の
か

つ
て
の
受
講
者

を
中
心

と
し
た
古

典
輪
読
会
、
春

秋
会

が
、
『
我
が
身

に
た
ど

る
姫
君
』
の
注
釈
刊
行
後
、
昭
和
五

十
七
年

五
月

か
ら
六
十
年
末

に
か
け
て

『
源
兼
澄
集
』
を
輪
読
し

た
成
果
を
ま

と
あ
た
も
の
で
あ

る
。

松
平
文
庫
本

…
三
七
首

を
底
本
と
す

る

一
方
、
「
底
本

に
無
き
歌
」
、
「
家
集

に

無
き
歌
」
、
「作
者
存
疑

の
歌
」
五
十

一
首
を
補
遺
と
し

て
掲
げ
、
『
兼
澄
集
』
諸

本

の
歌
、
及
び
他

の
兼
澄
詠
歌
を
網
羅
し

て
い
る
。
輪

読
に
お
い

て
は
、
は
じ

め
書
陵
部
蔵
谷
森
本

に
よ

っ
て
解
釈
し
、
次

に
松
平
本

に
拠
り
改

め

て
解
釈

し

な
お
す
と

い
う
二
段
階
を
経

て
い
る
た
め
、
私
家
集
特
有

の
複
雑

な
諸
本

の
本

文

の
比
較
検
討
が
十
分

に
な
さ
れ
、
加
え

て
和

歌

の
解
釈

に
お
い
て
も
、
「共
同

作
業

の
最
大

の
得
」
と
も

い
う

べ
き
様

々
な

「
異
見
を
な
る

べ
く
残
す
」
(
工
藤

重
矩

氏

「あ
と

が
き
」
)
方
針
を
と

っ
た
結

果
、
き
わ
め

て
詳
細
な
注
釈
書

の
観

「
71
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を
呈
し

て
い
る
。

ま
た
、
解
説
と
し

て

「
源
兼
澄
集

の
伝
本

と
本
文
」

(
田
坂

憲
二
氏
)

「
源
兼

澄

の
伝
記
と
詠
歌
活
動
」
(福
井
迫
子
氏
)
の
二
篇
が
載

る
が
、
こ
れ
ら
は
、
「注

釈
書

の
解
題
と

い
う
よ
り
は
、
独
立

し
た
論
文

と
見
る

べ
き
も

の
」
(今
井

源
衛

氏

「
序
」)

で
あ
る
。

更

に
巻
末

に
は
自
立

語

・
歌

題

・
人
名

・
初
句
索
引

を
付
載

し
、
利
用

の
便

を
図
る
。(平
成

三
年

…
月

風

間
書
房

A
5
判

三
〇

四
頁

八

二
四
○
円
)

板
坂
耀
子
校
訂

叢
書
江
戸
時
代
文
庫
17

『近
世
紀
行
集
成
』

『
国
書
総
目
録
』
だ
け

で
も
数
千
を
越
え
る
と

い
う
近
世
紀

行
は
、

そ

の
大

半
が
注
目
さ
れ
る

こ
と
な
く
埋
も
れ

て
き
た
。

ま
た
、
橘
南
渓

や
菅
江
真
澄
等

に
よ
る

一
部

の
も

の
は
翻
字

さ
れ
、

紹
介

さ
れ

て
は
い
た
が
、

そ
れ
は
個

々

の
紀
行

へ
の
関
心

だ
け

で
成

り
立

っ
て
い
た
も
の
で
あ

り
、
近
世
紀
行
全
体
を

体
系
的

に
眺
め
位
置

づ
け
よ
う
と
い
う
試

み
は
な
か

っ
た
と
い

っ
て
よ
い
で
あ

ろ
う
。
本
書

の
校
訂
者

で
あ

る
板
坂
耀
子
氏

は
、
膨
大
な
数

に
の
ぼ
る
近
世
紀

行

を
丹
念

に
掘

り
起

こ
し
て
こ
ら
れ

た
。

そ
の
板
坂
氏

に
よ

っ
て
編
ま
れ
た
本

書

は
、
単
な

る
有
名
紀
行

の
羅
列

で
は
な
く
、
氏

の
言
葉

に
依
れ
ば

「
政
治
や

社
会
と
積
極
的

に
か
か

わ
り
、
科
学
性
や
合
理
性

に
基
づ

い
て
行
動
す
る
人

々

の
、
時
代

の
証
言
と
し

て
の
作
品
類

に
、

近
世
紀
行
文

の

一
つ
の
典
型

を
見
、

そ

の
よ
う
な
流
れ
を
中
心
と
し

て
、
本
書

を
構
成
し
た
か

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
」

と
言

わ
れ
る
よ
う
に
、
近
世
紀
行

に
対
す

る

一
つ
の
視
点
を
提
示
す

る
か
た
ち

を
と

っ
て
成

っ
て
い
る
。

採
録

さ
れ

て
い
る
の
は
、

「壬
申
紀
行
』

(具
原
益
軒
)

・

『
本
朝
奇
跡
談
』

(植
村
政
勝
)

・

『
未
曽
有
記
』
『
続
未
曽
有
記
』

(遠
山
景
晋
)

・

『
筑
紫
道

草
』

(林
英
存
)

・

『
花
見

の
日
記
』

(津
村
正
恭
)

の
六
作
品

で
あ
る
。

こ
れ

ら
の
紀
行
文

は
、

こ
こ
に
は
じ
め

て
翻
字
さ
れ
紹
介
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
と
同

時

に
、
地
域
、
時
代
、
内
容
と
も

に
そ
れ
ぞ
れ
多
岐

に
わ
た
る
も

の
で
あ
り
、

「
近
世
紀
行
文
学
史
そ

の
も

の
を
表
現
す
る
よ
う
に
な
る
か
た
ち

で
配
列
」

さ

れ

て
い
る
。
し
か
し
、
多
岐

に
わ
た
る
内
容

の
採
録
作

品

で
は
あ
る
が
、
板
坂

氏
は
そ

こ
に
共
通
す
る

「
国
家
意
識
」
や

「合

理
主
義
」
、
更
に
は
そ
の
根
底

に

あ
る

「
さ
ま
ざ
ま
な
平
凡
な
小
世
界

の
日
常

へ
の
愛
着

と
信
頼
」

と
い
う
視
点

を
と
る

こ
と
に
よ

っ
て
、
本
書

に
近
世
紀
行
文
学
史
と
し

て
の
筋
を
通

そ
う
と

さ
れ

て
い
る
。

本
書

の
出
現

に
よ
り
、

研
究
者

は
勿
論

の
こ
と
、
広
く

一
般

の
読
者

に
も
手

軽

に
近
世
紀
行
文
を
概
観

で
き

る
よ
う

に
な

っ
た

こ
と

は
歓
迎
さ
れ
よ
う
。

(平
成

三
年

二
月

国
書
刊
行
会

B
6
判

四
五
九
頁

四
八
○
○
円
)
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